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５．就労 

（１）現在の収入を伴う仕事の有無（Ｑ15） 

  現在の収入を伴う仕事の有無をみると、各国とも「収入の伴う仕事はしていない」（日本

59.4％、アメリカ 74.5％、ドイツ 69.2％、スウェーデン 66.6％）の割合がほぼ６～７割台で、最

も高い。 

  次いで、日本では「パートタイム・臨時の被雇用者」が 15.2％となっているが、欧米３か国で

は「フルタイムの被雇用者」（アメリカ 8.9％、ドイツ 14.1％、スウェーデン 12.6％）の割合が高

くなっている。（図表 3-5-1） 

図表 3-5-1 現在の収入を伴う仕事の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(%)

ｎ

自営農林
漁業（家
族従業者
も含む）

自営商工
サービス
業（家族
従業者も
含む）

会社又は
団体の役
員

フルタイ
ムの被雇
用者

パートタ
イム・臨
時の被雇
用者

収入の伴
う仕事は
していな
い

無回答

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回 1,367 4.1 5.9 4.5 7.2 15.2 59.4 3.7

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回 1,006 2.5 6.6 2.2 8.9 4.6 74.5 0.8

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回 1,043 0.8 5.8 1.7 14.1 8.1 69.2 0.2

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回 1,528 2.2 4.8 1.2 12.6 7.1 66.6 5.6
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（２） 一番長く経験した仕事の内容（Ｑ16） 

これまでに一番長くした仕事をみると、各国とも「フルタイムの被雇用者」（日本 38.8％、アメ

リカ 59.9％、ドイツ 66.8％、スウェーデン 65.2％）の割合が最も高いが、日本は欧米３か国より

低くなっている。（図表 3-5-2） 

 

図表 3-5-2 一番長く経験した仕事の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                        

 

注）第８回では、以下の８つの選択肢で尋ねた。図表中「フルタイムの被雇用者」は４と５、 

「パートタイム・臨時の被雇用者」は６と７の合算。 

１ 自営農林漁業（家族従業者も含む）      ５ 常雇（フルタイム）の労務系勤め人 

２ 自営商工サービス業（家族従業者も含む）      ６ 常雇（パートタイム）  

３ 会社又は団体の役員                         ７ 臨時・日雇・パート  

４ 常雇（フルタイム）の事務系・技術系勤め人    ８ 収入の伴う仕事をしたことはない 

(%)

ｎ

自営農林
漁業（家
族従業者
も含む）

自営商工
サービス
業（家族
従業者も
含む）

会社又は
団体の役
員

フルタイ
ムの被雇
用者

パートタ
イム・臨
時の被雇
用者

収入の伴
う仕事を
したこと
はない

無回答

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 1,105 8.3 14.5 8.3 49.8 15.7 3.3 0.1

第９回 1,367 4.5 12.3 19.4 38.8 16.2 3.7 5.1

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 1,003 4.3 9.7 15.8 61.5 6.2 2.6 -

第９回 1,006 4.3 11.4 15.0 59.9 4.2 4.0 1.2

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 1,008 1.8 7.9 4.7 77.2 6.6 1.6 0.2

第９回 1,043 2.0 9.9 4.1 66.8 15.3 1.5 0.3

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 1,000 2.2 8.2 15.5 65.8 8.1 0.2 -

第９回 1,528 2.9 7.9 5.8 65.2 11.6 1.4 5.2
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（３） 実際の退職年齢（Ｑ17） 

最終的に収入の伴う仕事を辞めた年齢をみると、スウェーデンを除く３か国では「60 歳代前半」

（日本 27.1％、アメリカ 28.2％、ドイツ 38.9％）の割合が最も高くなっている。スウェーデンで

は「60歳代後半」（38.5％）が最も高く、次いで「60歳代前半」（32.7％）となっている。 

一方、「まだ仕事を辞めていない」の割合は、日本（24.1％）が、４か国のなかで最も高い。（図

表 3-5-3） 

図表 3-5-3 実際の退職年齢（就労経験者） 

 

 

           

 

 

  

(%)

ｎ
20歳代ない

しそれ以前
30歳代 40歳代 50歳代

60歳代前半

（60～64

歳）

60歳代後半

（65～69

歳）

70歳以降

まだ仕事を

辞めていな

い

無回答

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 1,067 4.2 2.0 2.8 14.5 22.4 16.8 8.9 28.2 0.2

第９回 1,247 5.5 2.3 3.5 13.9 27.1 15.5 7.5 24.1 0.6

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 977 0.6 1.1 2.8 14.3 33.3 18.9 6.3 21.6 1.0

第９回 954 1.2 0.8 3.0 18.6 28.2 19.5 8.2 18.1 2.4

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 990 2.8 2.4 3.4 20.6 40.8 15.2 1.3 12.6 0.8

第９回 1,024 1.1 1.4 3.4 12.8 38.9 20.3 2.4 18.4 1.4

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 998 0.1 0.2 0.5 8.2 32.6 40.3 1.7 16.4 -

第９回 1,428 - - 0.6 4.8 32.7 38.5 3.8 17.7 2.0
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（４）今後の就労意欲（Ｑ18） 

今後も収入の伴う仕事をしたい（続けたい）と思うかについてみると、日本では、「収入の伴う仕

事をしたい（続けたい）」の割合が 40.2％である。 

欧米３か国では、今後も「収入の伴う仕事をしたい」（アメリカ 29.9％、ドイツ 28.1％、スウェー

デン 26.6％）の割合は、各国とも２割台となっている。（図表 3-5-4） 

 

図表 3-5-4 今後の就労意欲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(%)

ｎ
収入の伴う仕事を
したい（続けた
い）

収入の伴う仕事を
したくない（辞め
たい）

無回答

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 1,105 44.9 54.9 0.2

第９回 1,367 40.2 48.9 11.0

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 1,003 39.4 60.1 0.5

第９回 1,006 29.9 67.2 2.9

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 1,008 22.7 76.6 0.7

第９回 1,043 28.1 70.7 1.2

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 1,000 36.6 63.4 -

第９回 1,528 26.6 66.0 7.4
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（５）就労の継続を希望する理由（Ｑ19） 

今後も収入の伴う仕事をしたい（続けたい）主な理由をみると、日本では「収入がほしいから」

が 51.0％で最も高く、ドイツとスウェーデンでは「仕事そのものが面白いから、自分の活力になる

から」（ドイツ 43.3％、スウェーデン 38.2％）の割合が最も高くなっている。 

一方、アメリカでは、「仕事そのものが面白いから、自分の活力になるから」（32.6％）と「収入

がほしいから」（32.2％）が、ほぼ同率である。（図表 3-5-5） 

 

図表 3-5-5 就労の継続を希望する理由（就労意向者） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

(%)

ｎ
収入がほしい
から

仕事そのもの
が面白いか
ら、自分の活
力になるから

仕事を通じて
友人や仲間を
得ることがで
きるから

働くのは体に
よいから、老
化を防ぐから

その他 無回答

第８回 496 49.0 16.9 7.1 24.8 2.2 -

第９回 549 51.0 15.8 6.9 23.1 1.8 1.3

第８回 395 52.7 28.1 2.8 14.9 1.5 -

第９回 301 32.2 32.6 1.3 24.6 8.3 1.0

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 229 31.9 48.9 0.9 14.8 3.1 0.4

第９回 293 35.5 43.3 0.3 18.1 2.7 -

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 366 20.8 54.4 3.0 16.9 4.9 -

第９回 406 25.1 38.2 0.7 17.7 3.4 14.8

日
　
　
本

ア
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リ
　
カ
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ス
ウ
ェ
ー

デ
ン



－ 140 － 

  

（６）就労したくない理由（Ｑ20） 

今後収入の伴う仕事をしたくない（辞めたい）主な理由をみると、各国とも「ゆっくりとした生

活がしたいから」（日本 45.5％、アメリカ 41.7％、ドイツ 39.1％、スウェーデン 33.8％）の割合が

最も高い。 

次いで、日本では「健康上の理由で働けないから」（24.7％）の割合が高いが、アメリカとスウェー

デンでは「仕事以外にしたい事があるから」（アメリカ 20.4％、スウェーデン 24.3％）が続いてい

る。ドイツでは、「仕事以外にしたい事があるから」（20.9％）と「健康上の理由で働けないから」

（20.6％）が、ほぼ同率である。（図表 3-5-6） 

 

図表 3-5-6 就労したくない理由（非就労意向者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(%)

ｎ

仕事以外
にしたい
事がある
から

健康上の
理由で働
けないか
ら

自分に適
した仕事
がないか
ら

ゆっくり
とした生
活がした
いから

家族の介
護のため
働けない
から

その他 無回答

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 607 5.4 31.8 4.3 42.0 3.3 13.2 -

第９回 668 6.0 24.7 4.8 45.5 4.3 11.1 3.6

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 603 27.4 21.7 1.8 39.6 2.7 6.1 0.7

第９回 676 20.4 18.3 0.7 41.7 3.8 13.5 1.5

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 772 22.4 24.0 1.7 38.0 3.2 9.1 1.7

第９回 737 20.9 20.6 2.0 39.1 3.7 11.0 2.7

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回 634 33.8 23.2 1.7 33.0 2.8 5.5 -

第９回 1,009 24.3 19.3 1.0 33.8 1.3 9.8 10.5
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